
令和６年１１月２８日１１時００分
近 畿 地 方 整 備 局
紀 南 河 川 国 道 事 務 所

○一般国道４２号すさみ串本道路（延長１９．２ｋｍ）における事業進捗上の課題について

今年７月１９日に事業工程会議を開催し、関係者間で情報共有を図ったところですが、

本日、 「事業工程会議（第２回）」を開催し、課題への対応状況と今後の見通しについて

関係者間で下記の内容について情報共有を図りました。

安指川橋（仮称）について、硬質岩への対応に通常より約４倍の施工時間を要したと

ころ。 小河瀬谷川橋（仮称）について、地盤のひび割れをふまえ、A1橋台の工事を

中断。地盤調査をふまえ、直接基礎から杭基礎（深礎杭）へ構造変更が必要。

このような課題対応について、修正設計や追加の基礎工事のみでも１年以上を要し、

その後、橋梁本体工事や舗装工事が必要。

また、資機材高騰等により、全体事業費で約２９０億円の増額を予定しており、今後、

近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る予定。

開通までに期間を要すことから、開通前の段階においても、南海トラフ地震など災害

時における緊急輸送道路や津波避難場所としての活用など、地域のための防災機能

の強化が図られるよう努める。

○このような状況であるため、開通時期については、当初予定していた令和７年春から大

幅に遅延する見込みですが、引き続き工程精査を進めるとともに、遅延期間が２年を大

きく超えないよう、工程短縮に努めてまいります。
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一般国道４２号すさみ串本道路事業工程会議（第２回）の結果

（議事概要）
・一般国道４２号すさみ串本道路は、全線にわたって改良・橋梁・トンネル及び
舗装工事を推進している状況。

・安指川橋（仮称）Ｐ１橋脚について、硬質岩への対応に通常の約４倍の施工時
間を要したところ。

・小河瀬谷川橋（仮称）について、地盤のひび割れをふまえA1橋台の工事を中断。
地盤調査を実施のうえ対策工法について有識者の意見もふまえ検討した結果、
直接基礎から杭基礎（深礎杭）へ構造変更が必要。

・このような課題への対応について、修正設計や追加の基礎工事のみでも１年以
上を要し、その後、橋梁本体工事や舗装工事が必要。

・そのような状況であるため、開通時期については、当初予定していた令和７年
春から大幅に遅延する見込みであるが、引き続き工程精査を進めるとともに、
遅延期間が２年を大きく超えないよう、工程短縮に努める。

・また、このような課題対応のほか、資機材高騰等により、全体事業費で約２９
０億円の増額を予定しており、今後、近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮
る予定。

・開通までに期間を要することから、開通前の段階においても、南海トラフ地震
など災害時における緊急輸送道路や津波避難場所としての活用など、地域のた
めの防災機能の強化が図られるよう努める。

【一般国道４２号すさみ串本道路事業工程会議（第２回）】
（日時）令和６年１１月２８日（木）９時３０分～
（場所）和歌山県庁
（関係機関）
近畿地方整備局 道路部、近畿地方整備局 紀南河川国道事務所、
和歌山県 県土整備部、すさみ町 建設課、串本町 建設課

（議事）
一般国道４２号すさみ串本道路の工事進捗に伴う課題と対応等

（会議資料）
別添
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前回の事業工程会議の結果について（R6.7.19）
○安指川橋（仮称）の下部工事の場所打ち杭施工において、通常の掘削機では対応できない硬質岩が多数出現し、有識者
より、「掘削完了まで相当な時間を要するが、現在の工法のまま丁寧に施工を進めていくのが妥当」との意見。

○また、小河瀬谷川橋（仮称）のＡ１橋台掘削中に地盤のひび割れが発見され、有識者より、「A1橋台の工事の工事継
続は不可、ひび割れ調査および対策工法の検討が必要」との意見。

○その結果、令和7年春開通予定としていた開通時期の見直しが必要となり、見直し後の開通時期については今後の工事
進捗状況を踏まえて工程精査をおこなうことを公表。

○ただし、開通前の段階においても、南海トラフ地震など災害時における緊急輸送道路や津波避難場所としての活用など、
地域における防災機能を強化するための方策を検討。

■位置図

A1
至

和
歌
山
市

至

新
宮
市 ひび割れ（最大幅25mm）

2.5m

出現した硬質岩

最大直径約1.3m

■安指川橋

■小河瀬谷川橋
発見したひび割れ
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事業概要

○一般国道42号すさみ串本道路は、紀伊半島を一周する高規格道路近畿自動車道松原那智勝浦
線の一部を構成し、南海トラフ地震等の災害時の交通確保、救急医療活動の支援及び広域周
遊観光の支援を目的として、平成26年度に事業化した延長19.2kmの道路
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工事の進捗状況

○全線にわたって改良工事、橋梁工事、トンネル工事、舗装工事を推進中
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あざしがわ
安指川橋（仮称）

127m

■橋梁下部工事
○工事名：すさみ串本道路和深IC工事
○工事内容：橋台工：１基、RC橋脚工：２基

■橋梁上部工事
○工事名：すさみ串本道路安指川橋上部工事
○工事内容：上部工【PC３径間連結コンポ桁橋 L=127m （最大支間長43m）】

工事進捗に伴う課題と対応＜安指川橋＞
あざしがわばし



工事進捗に伴う課題と対応＜安指川橋＞

○安指川橋（仮称）P1橋脚の場所打ち杭施工において、通常の掘削機では対応できない硬質
岩が多数出現し、掘削機械の大型化等の対策を講じたものの、通常より平均約４倍（約
１ヶ月→約４ヶ月）の施工時間を要した。（８月上旬掘削完了）

A1 P1 P2 A2

当該箇所 ２４本/24本
施工完了

14ｍ/14ｍ
掘削完了

R6.11.●時点

至

和
歌
山
市

至

新
宮
市

出現した硬質岩

P1の施工状況（場所打ち杭） 硬質岩によりビットが損耗し掘削難航

新品ビット 摩耗したビットA1
P1

P2

A2

あざしがわばし

あざしがわばし

R6.3撮影

至

和
歌
山
市

至

新
宮
市

最大直径約1.3m

5

：施工完了箇所
：施工中箇所

掘削に通常の約4倍の時間を要した
（※通常５時間／本）

杭Ｎｏ 掘削時間 杭Ｎｏ 掘削時間
No.1 20 No.13 6
No.2 43 No.14 11
No.3 49 No.15 9
No.4 52 No.16 11
No.5 8 No.17 5
No.6 26 No.18 7
No.7 29 No.19 7
No.8 41 No.20 17
No.9 12 No.21 6
No.10 23 No.22 11
No.11 23 No.23 14
No.12 13 No.24 14

平均19時間／本

場所打ち杭掘削時間（実績）



工事進捗に伴う課題と対応＜安指川橋＞
あざしがわばし

【フーチング床掘時の土留め鋼矢板】

▽地下水位 ▽地下水位

砂置換実施範囲

約1.5m

約
1.

5m

引き上げられた硬質岩

6

○場所打ち杭掘削時には、概ねNo1～No.8周辺が硬質岩の影響により掘削に時間を要した。
そのため、フーチング掘削時の土留め鋼矢板施工は当初想定していたバイブロハンマでは
対応不可。

○このため、オールケーシング(Φ2000）にて硬質岩を先行掘削のうえ砂に置き換える対策
を実施。

○この対策が完了し、土留め鋼矢板を打設後、１１月下旬より床堀を開始

：砂置換：鋼矢板

：鋼矢板
引き上げられた硬質岩

約1.3m

■有識者意見
・硬質岩への対応のためP1フーチング掘削時の土留め鋼矢板施工前にオールケーシングにて先行掘削のうえ砂に置き換えを実施す
ることは妥当。

・P1場所打ち杭掘削時と同様にオールケーシングによる先行掘削にも時間を要すると思われるが丁寧に施工を進めるべき。

【有識者現地確認】
〇R6.8.22AM
〇明石高専 鍋島康之教授
和歌山高専 林和幸教授

〇確認内容
・土留め鋼矢板施工時の硬質岩への対応について

①②③④⑤⑥⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯⑰⑱⑲⑳㉑㉒ 町道

町道

安指川



工事進捗に伴う課題と対応＜小河瀬谷川橋＞
おがわせだにがわばし
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■橋梁下部工事
○工事名：すさみ串本道路小河瀬谷川橋Ｐ１他下部他工事
○工事内容：橋台工：２基、RC橋脚工：３基

■橋梁上部工事
○工事名：すさみ串本道路小河瀬谷川橋上部工事
○工事内容：上部工【鋼４径間連続箱桁橋 L=183m（最大支間長50m）】

おがわせだにがわ
小河瀬谷川橋（仮称）

183m

小河瀬谷川橋 現況写真



工事進捗に伴う課題と対応＜小河瀬谷川橋＞
おがわせだにがわばし
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A1

A1

ひび割れ（最大幅25mm）
【有識者への確認内容】
〇R6.7.10AM
〇和歌山高専 林和幸教授
〇確認内容
・ひび割れの原因等の調査方針
・対策案
等

2.5m

写真②

ひび割れ

ひび割れ

Ａ１橋台現況掘削線
至

和
歌
山
市

至

新
宮
市

至

和
歌
山
市

至

新
宮
市

■有識者意見
・現状亀裂のある状態でのＡ１橋台の工事継続は不可。
・ひび割れの範囲等を調査し、対策の有無の検討が必要。無対策での施工は不可。
・対策としては、以下点が考えられる。
➀ひび割れを有していても対策を行うことで橋台基礎の支持層として評価ができる場合グラウンドアンカー等で対策を実施。
②ひび割れ対策をしても橋台基礎の支持層として評価ができない場合直接基礎を杭基礎に変更（深礎杭もしくは大口径深礎杭）

写真①

ひび割れ

掘削ライン

Ａ１橋台

写真②

写真①

〇A１橋台基礎掘削中に地盤のひび割れを発見（R6.7.9）
〇作業を中断し、有識者による現地調査を実施（R6.7.10）



工事進捗に伴う課題と対応＜小河瀬谷川橋＞
おがわせだにがわばし
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【水平ボーリング孔からのボアホールカメラによるひび割れの状況】

〇ひび割れを発見した位置の３ｍ下に水平ボーリング孔を設け、孔内からボアホールカメラ画像で地盤の
ひび割れ状況を確認（ R6.8.22有識者現地確認実施）

〇有識者からは、「直接基礎の支持地盤とは評価できないため、新しい基礎形式を検討するために鉛直
ボーリングに切り替え、引き続き地盤の調査を継続することが必要」との意見

■有識者意見
・水平ボーリング調査の結果、ひび割れ範囲を正確に特定することは難しいが、角礫や亀裂が連続しており地質リスク（多数の破砕された層
の存在により地盤の評価が難しいもの）の存在が確認され、直接基礎の支持地盤とは評価できない。

・安全性を考慮し、新しい基礎形式を検討するために鉛直ボーリングに切り替え、引き続き地盤の調査を継続することが必要。

【有識者現地確認】
〇R6.8.22AM
〇明石高専 鍋島康之教授
和歌山高専 林和幸教授

〇確認内容
・水平Br結果と今後の調査方針

至

和
歌
山
市

至

新
宮
市

水平Br①

水平Br②

水平Br③
50

00
50

00

鉛直Br③

鉛直Br①

既存鉛直Br(R6.6①)

既存鉛直Br(H28)

既存鉛直Br(R6.6②)既存鉛直Br(H30)

鉛直Br③

鉛直Br②

写真③ 写真②

写真①

ゆるみ範囲の下限

写真④

写真①

写真②

写真③

写真④

水平Br②



工事進捗に伴う課題と対応＜小河瀬谷川橋＞
おがわせだにがわばし
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○A1橋台の対策工法について、有識者検討会を開催し意見聴取
○ボーリング調査の結果、地盤の亀裂の状況からゆるみ範囲を設定
○ゆるみ範囲の下限より深い位置の地盤は、健全な地盤として評価
○ゆるみ範囲より下の地盤を支持層とし、杭基礎（深礎杭）へ変更し、詳細な設計を進めることを確認

■有識者意見
・ボーリング調査の結果、地盤の亀裂の状況より想定したゆるみ範囲の設定は妥当。
・ゆるみ範囲より下の地盤は、ゆるみが見られるような亀裂は見られず、健全な地盤として評価できる

■対策方針（案）
・地盤のゆるみによる地質リスクへの対応として、ゆるみ範囲より下を支持層とし、直接基礎から杭基礎（深礎杭）へ変更し、詳細な設計
を進めることが妥当

【有識者検討会】
〇R6.11.20
〇明石高専 鍋島康之教授
和歌山高専 林和幸教授

〇確認内容
・Br結果と対策工法の確認

（参考）A1橋台基礎概略検討図

約4m

約12m

CM

CL

ゆるみ範囲の下限

深礎杭
（直径約3ｍ、長さ15～20ｍ）×４本

現況地形

（詳細な検討により変更となる可能性あり）

▽20.8

▽15.0

鉛直Br③

水平Br③

既存鉛直Br(R6.6①)

至

和
歌
山
市

至

新
宮
市

水平Br①

水平Br②

水平Br③

50
00

50
00

鉛直Br③

鉛直Br①

既存鉛直Br(R6.6①)

既存鉛直Br(H28)

既存鉛直Br(R6.6②)既存鉛直Br(H30)

鉛直Br③

鉛直Br②

ゆるみ範囲の下限

流入粘土を挟むひび割れの下限

写真①

写真①

写真①

ひび割れの分布



• 一般国道42号すさみ串本道路は、全線にわたって改良・橋梁・トンネル及び舗装工事を推進して
いる状況。

• 安指川橋（仮称）P1橋脚について、硬質岩への対応に通常の約４倍の施工時間を要したところ。
• 小河瀬谷川橋（仮称）について、地盤のひび割れをふまえA1橋台の工事を中断。地盤調査を実施
のうえ対策工法について有識者の意見もふまえ検討した結果、直接基礎から杭基礎（深礎杭）へ
構造変更が必要。

• このような課題への対応について、修正設計や追加の基礎工事のみでも１年以上を要し、その後、
橋梁本体工事や舗装工事が必要。

• そのような状況であるため、開通時期については、当初予定していた令和７年春から大幅に遅延
する見込みであるが、引き続き工程精査を進めるとともに、遅延期間が２年を大きく超えないよ
う、工程短縮に努める。

• また、このような課題対応のほか、資機材高騰等により、全体事業費で約２９０億円の増額を予
定しており、今後、近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る予定。

• 開通までに期間を要することから、開通前の段階においても、南海トラフ地震など災害時におけ
る緊急輸送道路や津波避難場所としての活用など、地域のための防災機能の強化が図られるよう
努める。

開通時期について

11



（参考）事業費について
○すさみ串本道路での課題箇所への対応の他、労務費・資機材の高騰、現地条件の変更等により、全体事業費で２９０億円の増額を予定
増額を予定しており、今後、近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る予定。
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ひび割れ（最大幅 25mm）

2.5m

1.25 
生コン（24-12-15）【串本】

1.06 
密粒度アスコン（20）【串本】

1.03 （鋼材）

1.03 （ガソリン）

1.02 （軽油）1.00

1.10

1.20

1.30

令和４年度 令和５年度 令和６年度

主要建設資材単価伸び率

（和歌山県単価）

令和４年度基準：1.00

生コン（24-12-15）【串本】 密粒度アスコン（20）【串本】

鋼材（橋梁用H形鋼） ガソリン

軽油

1.14 （橋梁特殊工）

1.11 （鉄筋工）

1.16 （型わく工）

1.19 （トンネル特殊工）

1.12 （普通作業員）

1.00

1.10

1.20

1.30

令和４年度 令和５年度 令和６年度

労務単価伸び率
（和歌山県単価）

令和4年度基準：1.00

橋梁特殊工 鉄筋工 型わく工

トンネル特殊工 普通作業員

11.010.09.0
(m)

ひび割れ

6.0 7.0 8.0

■資機材・労務費単価の上昇（C=146億円）

前回再評価（R4）以降、R6年度までの資機材・労務費単価の上昇を踏まえ事業費を増額

■トンネル施工に伴う対策工の追加（C=100億円）

■橋梁基礎工法の変更による（C=50億円）

■橋梁基礎形式の変更（小河瀬谷川橋：A1）

掘削方向

■施工機械の変更（安指川橋：P1基礎(場所打ち杭)）

追加Br.調査によるひび割れの確認

写真②

写真①

小河瀬谷川橋（A1地盤のひび割れ）

・小河瀬谷川橋において、地盤にひび割れが発見され、対策工法を検討した結果、基礎構造を変更
・安指川橋において、通常の掘削機では対応できない硬質岩が多数出現し機械の大型化等の対策を実施

全回転型オールケーシング
（257kW）で施工

土砂

硬質岩

場所打ち杭：φ1,500mm

約17m

杭先端

約9m

地表面 地表面
最大直径約1.3m

硬質岩の出現

硬質岩の掘削で摩耗したビット 施工機械の大型化

新品 掘削後
全回転型オールケーシング

（257kW）

土砂

軟岩

全回転型オールケーシング
（159kW［標準］）で施工

2.5m

変更
P1

当初
P1

追加Br.調査ひび割れを確認

写真②

地盤のゆるみ

ひび割れを確認

写真①

深礎杭
（直径約3ｍ、長さ15～20ｍ）

当初

A1

変更

A1

場所打ち杭：φ1,500mm

ひび割れ（最大幅25mm）

コスト縮減（C=6億円）

おがわせだにがわ

※青字
施工段階で確認又は追加調査内容

鉛直ボーリング
水平ボーリング
平成29年度実施 鉛直ボーリング

平成29年度実施

鉛直ボーリング
平成29年度実施

鉛直ボーリング
水平ボーリング
平成29年度実施

破砕帯
破砕帯

最小土被り2m未満
（押さえ盛土施工区間）

地山が脆弱な区間（土被りが浅い区間）

地山区分 DⅢ

最小土被り2m未満
（押さえ盛土施工区間）

鉛直ボーリング
平成29年度実施

地山が脆弱な区間
（土被りが浅い区間）

地山区分 ＤⅢ

地山が硬い区間

地山区分 CⅡ

地山が脆弱な区間

地山区分 DⅠ

地山が脆弱な区間

地山区分 DⅠ

DⅢ

117m(33%)

DⅠ

50m(14%)

CⅡ

60m(17%)

DⅠ

78m(22%)

DⅢ

50m(14%)

補助工法追加

支保工

補助工法

補助工法追加－36m
（10%減）

支保工の変更 支保工の変更支保工の変更 支保工の変更 支保工の変更

＋11m
（3%増）

＋11m
（３％増）

＋7m
（2％増）

＋7m
（2%増）

支保パターン（変更）

切羽崩落

掘削補助工法
《正面図》 《側面図》

注入式長尺先受工法

施工段階において、当初計画より地山が脆弱であったため、支保パターンのランクアップや、
掘削補助工法の追加が生じ事業費を増額

【DⅢ】

【CⅡ】

【DⅠ】

ロックボルト
（6.0m×25本）

ロックボルト
（4.0m×21本）

ランクアップ

ランクアップ

覆工コンクリート
t=40cm

H鋼（H150)
ロックボルト

覆工コンクリート
t=40cm

H鋼（H150)
ロックボルト

覆工コンクリート
t=45cm

H鋼（H200)
ロックボルト

【宇の平見トンネル 延長355m】

ロックボルト
（6.0m×25本）

変更

当初



（参考）開通前の段階における災害時の活用案

○すさみ串本道路開通までは工事の進捗に応じ緊急輸送道路として活用
○また、工事用道路を避難路として活用するほか、工事進捗に応じて順次設置する法面点検階
段等の一部を避難階段として活用することで開通前の段階においても地域の防災機能を強化
○開通後も、地元の意向も踏まえ、工事用道路の一部を避難路として存置していく方針
○現在、すさみ町、串本町と避難路・避難階段設置箇所について協議を推進中

すさみ串本道路 19.2km

すさみ南IC

和深IC
(仮称)

至

和
歌
山
市

42
42

串本町すさみ町

■工事用道路設置箇所(R6.11現在)

串本IC(仮称) 至

新
宮
市

42

42

すさみ串本道路 19.2km 13

法面点検階段
（紀勢線）

※進入方法等の
詳細は今後検討

イメージ

工事用道路

串本町




